
の
、
ロ
グ
ソ
に
関
す
る
、
事
者
の

ぽ
に
は
往

々
に
し
て
、
表
面
全
籠
に
わ
た
つ
て

一
定

厚
さ
の
コ
ク
ソ
０
層
が
あ
る
か
の
様
に
、
讀
む
者
に
感
じ
さ
せ
る

一

笠
置
寺
に
就
い
て
は
現
在
猶
多
く
の
問
題
を
包
蔵
し
つ
つ
、
諸
先
事
に
よ
つ

て
究
明
の
メ
ス
が
振
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
美
術
史
撃
上
重
要
腕
さ
れ
て
い
る

の
は
、
笠
置
寺
爾
勤
石
佛
像
と
大
和
文
華
館
蔵
笠
置
曼
茶
羅
に
就
い
て
で
あ
ろ

う
。
こ
の
曼
茶
羅
が
最
近
迄
多
武
峯
曼
荼
羅
と
し
て
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
日

中

一
松
氏
に
よ
り
笠
置
曼
茶
羅
と
し
て
國
責
に
指
定
さ
鱈
）
鎌
倉
時
代
の
笠
置

寺
の
一
斑
を
窺
知
し
得
る
唯

一
の
名
幅
と
ｔ
て
、
俄
然
學
界
の
注
目
を
あ
び
る

に
至
つ
た
。
加
え
て
木
津
川
の
碧
渾
を
ひ
か
え
て
、
亘
巖
焼
々
と
し
て
そ
び
え

立
つ
峻
峰
の
頂
に
、
我
国
に
は
屈
指
の
石
佛
群
像
が
存
在
し
て
い
る
事
は
、
正

に
我
図
に
於
い
て
は
偉
観
と
機
す
可
き
伽
藍
で
あ
る
。

爾
勒
石
と
呼
ば
れ
る
高
さ
二
十
二
尺
、
幅
四
十
二
尺
の
亘
巖
に
彫
り
つ
け
た

爾
勒
佛
に
封
す
る
信
仰
は
、
象
法
よ
り
末
法
に
及
ん
で
盆
よ
隆
昌
を
み
る
に
至

り
、
鎌
倉
初
期
よ
り
末
期
に
か
け
て
は
、
法
相
の
事
僣
解
腕
房
貞
慶
、
華
厳
の

碩
事
尊
勝
院
宗
性
等
、
三
會
の
廃
、
龍
華
樹
下
に
爾
勒
の
諭
法
を
聴
い
て
佛
道 以

上
い
ろ
い
ろ
と
書
き
並
べ
た
が
、
要
す
る
に
五
大

虚

空
蔵

像

は
、
観
心
寺
の
如
意
輸
像
と
同

一
流
派
の
作
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し

た
が
つ
て
ま
た
、
所
調
新
様
の
系
列
の
も
の
で
も
な
い
、
と
私
は
考

え
る
わ
け
で
あ
る
。
　
　
盆
雲
“、
京
都
美
術
大
學
助
教
授
、
院
展
同
人
）

笠
置
寺
Ｌ
笠
置
曼
茶
羅
に
つ
い
て
の
一
試
論

堀
ｈ

Ｆ

池

を
成
ぜ
ん
と
し
、
こ
の
寺
に
遁
れ
隠
棲
し
、
事
道
に
は
げ
ん
だ
事
は
、
南
都
佛

数
の
新
生
面
を
物
語
る
も
の
と
し
て
獣
説
し
得
ね
鮎
で
あ
る
と
共
に
、
笠
置
寺

爾
勒
佛
石
像
の
営
時
代
に
占
め
る
地
位
の
偉
大
な
り
し
事
が
思
わ
れ
る
。
印
ち

佛
教
史
學
の
面
よ
り
考
え
て
も
、
笠
置
寺
の
石
佛
群
像
を
中
枢
と
す
る
寺
院
構

成
は
特
筆
す
可
き
異
例
の
存
在
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

今
こ
こ
に
笠
置
寺
に
開
す
る
諸
先
學
の
論
考
を
師
表
と
し
拙
論
を
述
べ
て
み

た
い
と
思
う
。

二

笠
置
寺
爾
勒
石
佛
像
に
就
い
て
は
、
天
智
天
皇
の
皇
子
が
こ
の
山
に
遊
猟
せ

ら
れ
た
時
、
命
累
卵
の
危
機
に
瀕
せ
ら
れ
、
爾
勒
佛
を
念
じ
て
危
難
を
免
が

れ
、
後
日
そ
の
宿
願
を
果
さ
ん
が
鶯
に
登
山
し
、
こ
の
石
像
を
作
ら
ん
と
し
た

時
、
天
人
き
た
つ
て
爾
勒
佛
の
尊
像
を
彫
刻
し
た
と
い
い
、
自
鳳
年
中
の
造
顧

と
体
え
て
い
る
。

「
今
昔
物
語
」
を
始
め

『
爾
勤
感
應
抄
』
に
所
牧
せ
ら
れ
て

い
る
諸
勧
進
状
案
に
も
化
人
の
助
成
に
よ
つ
た
事
が
見
え
、
藤
原
時
代
中
期
長



承
頃
（ン
ロ
ロ
ωさ

に
完
成
を
み
て
い
た
東
大
寺
要
録
末
寺
章
に
は

笠
置
寺
右
寺
　
天
智
天
皇
十
三
皇
子
建
立
、
有
繰
起

と
し
て
、
笠
置
寺
縁
起
に
よ
り
天
智
天
皇
皇
子
の
建
立
と
認
め
て
い
る
。
現
存

す
る
笠
置
寺
縁
起
が
果
し
て
、
要
録
編
纂
常
時
の
も
の
と
同

一
形
態
を
有
し
て

い
た
か
否
や
は
疑
間
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
の
時
代
に
は
既
に
笠
置
寺
縁
起
が

完
成
せ
ら
れ
、
本
寺
た
る
東
大
寺
に
於
い
て
も
天
智
天
皇
皇
子
の
建
立
と
し
て

疑
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
然
し
こ
の
縁
起
を
夏
に
裏
付
け
る
資
料

の
出
現
を
み
ぬ
限
り
、
現
存
の
笠
置
寺
縁
起
を
芽
證
し
得
な
い
事
は
甚
だ
遺
憾

と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
天
智
天
皇
皇
子
の
建
立
と
偉
え
る
貼
に
寺
側

の
虚
構
が
存
す
る
と
も

一
應
考
え
ら
れ
る
が
、
又
宗
性
筆
『
爾
勒
如
末
感
應
抄
』

や

『
日
本
高
倫
何
要
文
抄
』
に
幸
に
も
牧
録
せ
ら
れ
た
思
託
撰

『
延
暦
借
録
』

の
逸
文
た
る

「
近
江
天
皇
菩
薩
体
」
に
は

「
情
天
宮
願
′生
二兜
率
ヽ

便
於
二滋

賀
山
門
一盤
レ巖
構
／宇
興
二建
金
地
・立
二賓
殿

一
宇
ヽ

彊
勒
像

一
鋪
、
篤
二爾
勒

経
上
中
下
十
部
ヽ

香
燎
十
具
、
華
盤
十
面
、
食
邑
五
十
戸
、
水
田
若
干
、
作
ニ

往
生
供
料

云́
々
」
と
あ
り
、
燃
燈
供
養
を
し
て
「
直
至
二宙
末
龍
花
會
中
慈
氏

調
御
こ

こ
と
を
期
し
年
力
龍
花
會
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、　
天
智
天
皇
が

爾
勒
信
仰
に
深
く
傾
倒
せ
ら
れ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
、
大
友

。
施
基
雨
皇
子
に

も
父
天
皇
の
爾
勒
信
仰
の
影
響
が
少
く
な
か
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
思
い
を
遅
し
く
す
る
な
ら
ば
、
天
智
天
皇
崩
御
に
瞥
り
、
壬
申
の
飩
が

勃
嚢
し
大
海
皇
子
帥
ち
天
武
天
皇
派
の
戦
勝
に
よ
つ
て
終
焉
し
た
が
、
自
後
約

一
世
紀
の
間
は
、
歴
代
天
武
天
皇
後
裔
の
子
孫

に
よ
り
天
皇
の
位
は
占
め
ら

れ
、
四
十
九
代
光
仁
天
皇
以
後
始
め
て
天
社
天
皇
後
裔
に
よ
つ
て
皇
位
が
絶
承

せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
が
、
こ
の
一
世
紀
の
間
、
大
友

・
施
基
皇
子
の
ど
ち
ら
か

に
よ
り
創
建
を
み
た
さ
さ
や
か
な
山
寺
に
も
大
異
憂
を
も
た
ら
す
に
至
つ
た
事

は
必
然
の
趨
勢
で
あ
つ
た
。
し
か
も
前
記
の
近
江
天
皇
菩
薩
体
に
明
示
す
る
如

き
志
賀
山
寺
（崇
諦
寺
）
の
様
な
経
済
的
基
盤
を
も
つ
寺
で
無
か
つ
た
鶯
に
、
唯

亘
巖
重
盛
た
る
こ
の
出
が
、
修
験
道
的
な
先
駆
者
に
よ
つ
て
、
難
山
と
し
て
の

山
嶽
信
仰
に
終
始
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
現
在
体
わ
る
笠
置
寺
縁
起
に
記
さ
れ
た
天
智
天
皇
皇
子
が
遊
猟
に
出
で

笠
織
山
を
変
見
し
、
後
宿
願
を
果
さ
ん
と
し
た
折
、
天
人
降
り
て
爾
勒
石
像
を

進
像
し
た
と
云
う
偉
読
は
、
元
隷
十
四
年
義
澄
に
よ
つ
て
薔
記
を
蒐
集
し
て
撰

述
せ
ら
れ
た
『
招
提
千
蔵
倅
記
』
所
牧
の
思
託
律
師
に
よ
る
鞍
馬
寺
建
立
体
記
、

或
は
金
堂
千
手
観
世
詈
像
が
天
平
賓
字
年
中
に
天
人
が
降
下
し
て
七
書
夜
の

間
、
霧
に
覆
わ
れ
た
欝
蒼
た
る
小
丘
―
―
霧
山
千
手
谷
―
―
で
造
顧
さ
れ
た
と

体
え
て
い
る
何
承
と
甚
だ
極
似
し
た
内
容
を
も
つ
て
い
る
。
笠
置
寺
爾
勒
石
像

と
い
い
、
唐
招
提
寺
千
手
観
詈
像
と
云
い
、
斯
界
に
卓
絶
し
た
怪
奇

。
名
品
の
類

に
は
、
か
か
る
偉
承
を
も
つ
も
の
が
多
い
事
は
衆
知
の
事
賢
で
あ
る
。
特
に
信

仰
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
か
か
る
範
疇
に
入
る
も
の
が
多
く
、
人
工
で
な
い
と

喧
体
す
る
事
に
依
つ
て
大
衆
知
識
の
崇
敬
を
得
ん
と
す
る
手
段
で
あ
る
事
も
否

定
し
得
な
い
。

問
題
の
爾
勒
石
佛
像
が
縁
起
に
云
う
如
く
、
天
智
天
皇
皇
子
が
笠
置
山
を
磯

見
せ
ら
れ
た
直
後
に
完
成
し
た
と
云
う
事
は
、
現
石
佛
が
元
弘
の
飢
に
お
け
る

攻
防
職
に
よ
つ
て
、
相
好
全
く
そ
の
跡
を
と
ど
め
ぬ
今
日
、
明
確
に
認
知
し
得



炉
典
．．Ｌ
軒
の
飩
が

０
戦
勝
に
よ
つ
て
終
焉
し
た
が
、
自
後
約

、
歴
代
天
武
天
皇
後
裔
の
子
孫

に

よ

り

天
皇
の
位
は
占
め
ら

な
い
の
で
あ
る
が
、
既
に
西
村
貞
氏
に
よ
つ
て
指
摘
論
究
せ
ら
れ
た
如
”
）
爾

勒
石
佛
像
と
や
や
離
れ
断
崖
の
端
に
屹
立
せ
る
虚
空
蔵
石
と
稀
せ
ら
れ
る
二
僣

如
意
輸
槻
普
坐
像
は
、
少
く
共
奈
良
時
代
末
期
の
雄
渾
な
氣
風
を
宿
し
、
そ
の

彫
線
亦
著
し
く
弾
力
性
を
も
ち
、
神
護
景
雲
元
年
９
・）
ぶ
０

良
辮
倫
正
の
命

に
よ
り
国
家
の
た
め
に
責
忠
が
造
立
し
た
頭
塔
の
石
佛
群
の
そ
れ
と
甚
だ
相
似

し
た
も
の
を
も
つ
て
い
る
。
縁
起
に
依
れ
ば
こ
の
石
像
は
虚
空
菩
薩
と
し
、「
嵯

峨
天
皇
御
宇
弘
仁
年
中
常
寺
於
二
虚
蔵
之
責
前
・
求
聞
持
法
修
／之
給
云
力
」
と

し
、
早
や
弘
仁
年
中

３
８
１
Ｓ
ｅ

に
は
存
在
し
て
い
た
事
を

記
し
、
恐
ら
く

爾
勒
石
佛
像
と
同
時
代
の
造
顧
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
少
々
問
題
と
し
て
取
上

げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
建
久
九
年
十

一
月
七
日
貞
慶
上
人
に
よ
つ
て
作
ら
れ

讀
誦
せ
ら
れ
た

「
笠
置
寺
十
二
重
塔
扉
児
願
文
」
中
に

「
古
稀
此
山
　
篤
難
鷲

山
　
今
披
此
塔
云
々
」
と
あ
る
鮎
で
あ
ヶ
に
も
し
笠
置
寺
が
創
建
営
初
よ
り
爾

勒
石
佛
像
を
本
尊
と
し
て
い
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
鎮
鷲
山
と
し
て
稀
え
ら
れ
、

偉
え
ら
れ
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
或
は
建
久
四
年
恐
ら
く
貞
慶
に
よ
つ
て
作
成

せ
ら
れ
た
と
推
定
せ
ら
れ
る
「
笠
置
寺
舞
装
束
勧
進
状
案
」
に
よ
れ
ば
、
延
暦

十
七
年
大
和
岩
淵
寺
勒
操
に
よ
つ
て
創
始
せ
ら
れ
た
法
華
八
講
が
、
こ
の
寺
で

も
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、

「
延
暦
以
来
四
百
餘
廻
、
世
琥
之
日
本
国
第
二
偉

夫
Ｌ
と
明
記
し
て
い
る
。
か
か
る
勧
進
状
は
多
少
の
誇
張
の
あ
る
事
は
ま
ぬ
が

れ
ぬ
と
し
て
、
果
し
て
爾
勒
石
佛
を
本
尊
と
し
て
春
秋
二
季
執
行
せ
ら
れ
得
ベ

き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
正
治
元
年
六
月
　
日
付

「
院
慮
下
文
案
」
に
依
れ
ば
、

三
日
六
座
の
講
諭
問
答
を
行
う
可
く
、
南
都
の
明
徳
を
招
き
曇
山
會
を
行
う
旨

書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
爾
勒
佛
像
を
本
尊
と
し
て
執
行
せ
ら
れ
た

に
依
つ
て
大
衆
知
識
の
崇
敬
を
得
ん
と
す
る
手
段
で
あ
る
事
も
否

る

。

定
し
得
な
い
。

問
題
の
爾
勒
石
佛
像
が
縁
起
に
云
う
如
く
、
天
智
天
皇
皇
子
が
笠
置
山
を
装

見
せ
ら
れ
た
直
後
に
完
成
ｔ
た
と
云
う
事
は
、
現
石
佛
が
元
弘
の
飢
に
か
け
る

攻
防
職
に
よ
つ
て
、
相
好
全
く
そ
の
跡
を
と
ど
め
ぬ
今
日
、
明
確
に
認
知
し
得

ら
し
い
。

か
く
考
え
木
る
時
、
笠
置
寺
石
佛
群
像
が
時
代

・
の
信
仰
に
左
右
せ
ら
れ
、
そ

の
信
仰
の
干
隆
に
従
つ
て
信
仰
の
封
象
で
あ
る
本
尊
が
移
動
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
然
ら
ば
こ
の
爾
勒
石
佛
像
が
笠
置
寺
の
本
尊
と
し
て
崇
敬
を

受
け
、
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
の
は
、
果
し
て
何
時
代
頃
に
求
む
可
き
で
あ
ろ

う
，か
「
爾
勒
信
仰
は
既
に
敏
達
天
皇
十
三
年
九
月
Ｓ
・口
ｏ”
）
鹿
深
臣
百
済
よ

り
獅
勒
石
像
を
体
え
、
蘇
我
馬
子
が
延
命
を
所
願
し
た
書
紀
の
記
載
を
嗜
矢
と

す
る
。
茶
良
時
代
に
は
興
而
寺
中
金
堂
の
爾
勒
浄
土
、
西
大
寺
爾
勒
堂
の
彊
勒

浮
上
、葉
師
寺
西
院
の
爾
勒
浮
上
整
像
等
そ
の
例
は
甚
だ
多
い
が
、
爾
勒
佛
信
仰

が
一
段
と
張
調
せ
ら
れ
、
流
布
を
み
る
に
至
つ
た
の
は
末
法
思
想
に
よ
る
虎
、蓋

し
最
も
有
力
な
る
要
因
と
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
印
ち
永
承
六
午
貧
・口
８
一じ

を
以
て
末
法
に
入
つ
た
と
す
る
常
時
代
の
人
心
は
撮
開
政
治
の
矛
盾
に
よ
つ
て

盆
よ
綸
長
せ
ら
れ
て
い
た
。
慈
鎮
は
そ
の
著
『
愚
管
抄
』
に
か
い
て
「
末
代
ザ
マ

ハ
ソ
ノ
人
ノ
心
二
物
ノ
道
理
卜
云
モ
ノ
ノ
ク
ラ
ク
ウ
ト
ク
ノ
ミ
ナ
リ
テ
、
上
ハ

下
フ
ア
ハ
ン
マ
ズ
、
下
ハ
上
フ
ウ
ヤ
マ
ハ
ネ
バ
聖
徳
太
子
イ
ミ
ジ
ク
カ
キ
フ
カ

セ
給
フ
十
七
ノ
憲
法
モ
カ
イ
ナ
シ
」
と
評
し
て
い
る
。
元
永
の
頃
（【Ｈ“
―
】Ｈ一３

は
、
大
餞
饉
と
弧
盗
放
人
に
終
上
し
、
疫
病
が
流
行
す
る
等
大
治
六
年
よ
り
以

降
は
毎
年
の
如
く
餞
饉
と
疫
病
が
蔓
延
し
、
保
元

。
平
治
の
乱
に
始
ま
つ
た
動

乱
は
や
が
て
安
元
三
年
の
京
都
の
大
人
、
治
承
四
年
の
南
都
淡
上
、
養
和
の
大

餞
饉
、
元
暦
二
年
（〓
鶴
）
の
大
地
震
は

「
六
勝
寺
皆
破
れ
く
す
る
。
九
重
塔
も

上
六
重
振
り
落
し
、
（中
略
）
皇
居
を
は
じ
め
在
々
所
々
の
神
祗
佛
閣
、
あ
や
し

の
民
屋
さ
な
が
ら
皆
破
れ
く
す
る
。」
と
云
う
天
憂
地
異
と
政
槽
の
移
動
に
終



欝

」一■

始
し
た
平
安
時
代
末
期
の
世
相
は
、
末
法
の
悲
劇
、
恐
怖
の
世
界
と
し
て
人
心

を
支
配
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
爾
勒
佛
出
生
の
一
日
も
早
や
か
ら
ん
事
を
欣

求
し
、
爾
勒
に
随
従
し
、
龍
華
樹
下
の
読
法
を
聴
聞
し
て
佛
道
を
成
ぜ
ん
と
す

る
信
仰
の
勃
興
流
布
す
る
の
は
、
蓋
し
必
然
的
趨
勢
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

元
永
元
年
潤
九
月
藤
原
宗
忠
が
一
族
と
共
に
笠
置
寺
に
参
詣
し
、
爾
勤
石
佛
像

の
前
に
到
り
、

「
皆
逢
三
會
之
暁
、
悉
結

一
乗
之
縁
」
と
所
請
し
た
事
」
し
こ

の
爾
勒
石
佛
像
が
、
よ
う
や
く
諸
人
渇
仰
の
雲
佛
と
し
て
信
仰
さ
れ
つ
つ
あ
つ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
宗
忠
が
参
詣
し
た
数
年
前
の
天
仁
年
中
（一ド８
１
】ｅ

僣
永
員
が
こ
の
石
佛
像
の
前
に

「
数
間
之
祀
堂
」
を
経
誉
し
た
の
も
、
か
か
る

爾
勒
信
仰
が
永
承
以
降
の
末
法
思
想
の
流
布
に
よ
つ
て
漸
次
興
隆
を
み
る
に
至

り
、
終
に
宜
旨
を
賜
わ
つ
て
こ
の
功
を
完
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
安
元
年
中

Ｏ
Ｈ、ぃｌ
ｅ

後
自
河
法
皇
の
臨
幸
も

こ
の
様
な
爾
勤
信
仰
の
隆
昌
に
婦
因
す
る

（
８
）

虎
と
思
わ
れ
る
。

蓋
し
こ
の
天
仁
年
中
奄ヽ
具
に
依
つ
て
数
間
の
謹
堂
が
建
立
せ
ら
れ
た
時
代

に
、
『
笠
世
寺
縁
起
」
が
作
成
せ
ら
れ
、
五
丈
の
亘
巖
に
彫
り
つ
け
ら
れ
た
爾
勒

佛
像
の
体
沈
が
生
れ
、

「
天
人
」
。
「
化
人
」
の
作
と
し
て
こ
の
像
を
槽
威
づ
け

る
事
に
よ
つ
て
笠
置
寺
の
興
隆
を
計
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
難

鷲
山
」
と
呼
ば
れ
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
の
山
寺
が
、
こ
の
頃
を
契
機
と
し
て
爾

勒
石
佛
像
を
も
つ
て
本
尊
と
成
す
様
に
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

三

天
憂
地
異
と
政
憂
等
に
よ
つ
て
、
末
法
思
想
が
正
に
有
篤
韓
憂
の
大
渦
中
の

中
に
時
代
人
を
発
き
込
み
、

「
地
獄
の
業
風
」
と
思
わ
し

め
た
平
安
時
代
末

期
、
永
員
等
に
よ
つ
て
た
く
み
に
把
握
せ
ら
れ
た
爾
勒
石
佛
に
封
す
る
信
仰
と

崇
敬
は
、
興
謳
寺
學
惜
貞
慶
が
、
こ
の
寺
に
隠
栖
す
る
に
至
つ
て
、
釜
よ
興
隆

せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
貞
慶
は
建
久
三
年

０
一ΦＯ

こ
の
山
寺
に
〓
一十
八
歳
に

て
隠
遁
し
た
の
で
あ
る
が
、
身
は
か
の
平
治
の
飢
に
有
名
な
藤
原
通
憲
入
道
信

西
少
納
言
の
孫
、
貞
憲
の
子
と
し
て
生
れ
、
後
鳥
笏
上
皇

。
九
條
道
家

・
藤
原

定
家

。
三
條
長
兼
等
を
始
め
、
皇
后
女
院
等
措
紳
の
節
依
深
く
、
前
参
議
藤
原

長
房
の
如
き
徳
を
慕
つ
て
そ
の
間
に
入
る
人
も
生
し
た
事
に
よ
つ
て
も
、
人
材

の
程
が
窺
わ
れ
る
。
勿
論
貞
慶
が
こ
の
山
寺
に
隠
栖
す
る
以
前
に
於
い
て
も
、

衆
倫
に
よ
つ
て
爾
勒
石
佛
に
封
す
る
信
仰
を
流
布
せ
ん
と
す
る
方
途
が
種
々
講

ぜ
ら
れ
、
笠
置
寺
隆
昌
の
計
書
が
行
わ
れ
て
い
た
事
は
、
元
暦
二
年

「
笠
置
寺

信
長
爾
勒
殿
佛
供
勤
進
状
案
」
文
治
四
年
六
月
　
日
付

「
観
俊
造
塔
婆
勘
進
状

案
」
等
二
三
の
文
書
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
も
常
時
こ
の
山
寺
は
、
住

僣
十
人
前
後
の
少
数
で
あ
つ
た
ら
し
く
、
大
し
た
伽
藍
整
備
も
無
か
つ
た
様

で
、
彼
が
入
寺
し
た
年
に
日
本
第
二
偉
と
稀
す
る
法
華
八
講
に
用
い
る
舞
装
束

勘
進
が
行
わ
れ
、
建
久
六
年
十

一
月
十
九
日
付

「
貞
慶
敬
自
文
」
に
依
れ
ば
、

養
和
二
年
十

一
月
よ
り
始
め
ら
れ
た
大
般
若
経
六
百
巷
の
書
鳥
が
首
尾
十

一
ケ

年
を
費
し
て
建
久
三
年
十

一
月
十
七
日
に
完
成
し
、
こ
れ
を
納
置
す
る
黒
漆
塗

の
六
角
経
甕
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
は
中
央
に
繹
迦
如
末
、
左
右
に
文
殊

・
爾
勤

二
菩
薩
像
と
合
利
十
六
粒
が
安
置
せ
ら
れ
、
六
枚
の
扉
に
は
法
相
擁
護
の
菩
薩

祀
師
並
に
四
天
王
像
等
が
描
が
か
れ
て
あ
つ
た
。
更
に
こ
の
六
角
経
墓
を
安
置

す
る
板
茸
六
角
三
間
の
堂
印
ち
般
若
墓
が
建
立
せ
ら
れ
、
檜
合
を
改
造
し
て
萱



．に
よ
つ
て
、
末
法
思
想
が
正
に
有
篤
樽
愛
の
大
渦
中
の

葺
五
間
一
面
の
檜
房
を
建
立
し
、
建
久
七
年
八
月
に
は
東
大
寺
太
勧
進
俊
乗
房

重
源
ょ
り
、
こ
の
般
若
基
に
彼
が
入
宋
し
膳
末
し
た
と
思
わ
れ
る
宋
版
大
般
若

経
一
部
、
八
葉
の
蓮
花
を
形
ど
つ
た
鐘
一
口
、
聖
武
天
皇
本
尊
と
稀
せ
ら
れ
る

白
檀
繹
迦
像
一
般
が
寄
進
せ
ら
れ
た
。
同
年
八
條
院
は
伊
勢
図
蘇
原
の
御
厨
地

頭
職
を
常
寺
に
寄
附
せ
ら
れ
、
翌
年
十
一
月
七
日
に
は
木
造
瓦
葺
十
二
重
塔
が

建
立
せ
ら
れ
、
繹
迦
如
来
像
一
尺
一ハ寸
、　
一
熱
賓
ど
の
四
天
王
像
、
大
般
若
維

六
百
巻
等
が
安
置
す
ら
れ
、
般
若
報
恩
塔
と
名
付
け
ら
れ
、
平
式
重
が
寄
進
し

た
伊
賀
國
重
次
名
田
を
般
若
肇
盤
山
會
料
と
し
て
官
物
已
下
恒
例
・
臨
時
の
回

役
等
免
除
せ
ら
れ
る
院
慮
下
文
が
正
治
元
年
六
月

Ｏ
Ｈ８
）
に
下
さ
れ
、
般
若

墓
に
於
ル
ド
は
毎
年
二
月
興
面
寺
の
碩
學
六
人
を
招
請
し
菫
山
會
が
行
わ
れ
る

に
至
つ
た
が
、
こ
の
重
次
名
田
三
町
八
段
は
僅
少
の
名
田
で
は
あ
つ
た
が
、
国

司
等
に
依
り
牧
公
せ
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
Ｌ
蒻
な
る
山
借
で
は
沙
汰
致
し
難

い円』い』け』稀動い̈
脚【囃た（山踏̈
“珈牲珈胸に申珈尋仁．申］れ

員
に
よ
り
剣
建
せ
ら
れ
た
数
間
の
爾
勒
石
佛
像
の
謹
堂
に
大
改
造
を
せ
ん
と
し

韓
燿
蔵
¨
割
理
わ
燿
暉
嗽
“
ｙ
】
輸
】

一 元
解
剌
卸
い
劉
嘲
麟
朝
〔
暉
］
０
「
ロ

十

一
月
十
七
日
龍
華
會
が
始
行
せ
ら
れ
た
事
を
思
う
と
、
こ
れ
以
前
に
完
成
を

み
た
様
で
あ
る
。

以
上
概
略
乍
ら
貞
慶
が
笠
置
寺
隠
栖
中
に
於
い
て
壺
力
し
た
貼
を
述
べ
て
み

た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
み
て
も
、
貞
慶
が
常
時
に
遁
れ
た
時
代
に
は
、
爾
勒

石
佛
像
の
前
に
数
間
の
軒
廊
式
謹
堂
と
檜
合
が
存
在
し

て
い
た
程
度
の
も
の

で
、
大
し
た
伽
藍
も
建
立
せ
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
事
が
わ
か
る
。

】

ヶ

ｕ
卜
こ
れ
を
納‐
置
す
る
黒
漆
塗

れ
た
０
こ
れ
は
中
央
に
繹
迦
如
来
、
左
右
に
文
殊

。
彊
秘

二
警
薩
像
ど
合
利
十
六
粒
が
安
置
せ
ら
れ
、
六
枚
の
扉
に
は
法
相
擁
護
の
菩
薩

祀
師
並
に
四
天
王
像
等
が
描
が
か
れ
て
あ
つ
た
。
更
に
こ
の
六
角
経
蔓
を
安
置

す
る
板
茸
六
角
三
間
の
堂
印
ち
般
若
奎
が
建
立
せ
ら
れ
、
借
合
を
改
造
し
て
萱

今
こ
こ
で
我
々
が
想
起
す
る
の
は
原
氏
所
蔵
の
笠
置
寺
曼
茶
羅
で
あ
る
。
爾

勒
石
仰
像
を
中
心
と
し
、
石
佛
の
左
に
報
恩
塔
と
呼
ば
れ
た
十
三
重
塔
が
建
立

さ
れ
、
本
尊
の
前
に
は
燈
籠
一
基
が
安
置
せ
ら
れ
、
屈
折
し
た
廻
廊
状
の
建
物

が
断
崖
に
接
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
有
様
が
、
資
に
あ
り
し
日
の
笠
置
寺
を
街

彿
と
し
て
物
語
る
が
如
く
精
細
に
豊
か
れ
て
い
る
。

こ
の
廻
廊
状
の
建
造
物
は
前
述
の
如
く
謹
堂
で
、
天
仁
年
中
僣
永
員
が
宣
旨

を
賜
わ
り
「
数
間
」
の
謹
堂
を
建
立
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
本
尊
石
佛
像
と
離

堂
と
は
近
接
し
、
篤
に
「
腿
尺
之
洞
庭
に
脆
き
て
遜
か
に
五
丈
之
聖
容
を
望

み
、
尊
像
空
し
く
首
上
に
嘗
る
」
と
云
う
有
様
で
あ
り
、
又
恒
例
臨
時
の
法
會

の
場
合
に
は
参
詣
の
人
を
収
容
出
来
な
い
と
云
う
有
様
で
あ
つ
た
。
こ
こ
に
こ

の
数
間
の
謹
堂
を
再
建
し
、
か
か
る
弊
害
を
と
り
除
く
可
く
建
仁
三
年
二
月
に

笠
識
寺
住
檜
中
漱
が
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
再
建
は
正
に
新
築
と
も
云
う

可
き
も
の
で
、
大
改
造
の
程
度
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
先
す
永
員
の
謹
堂
は

本
尊
と
同
じ
巖
上
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
を
、　
一
丈
餘
後
退
し
、
権
を
三
・
四

尺
あ
げ
て
堂
の
内
外
よ
り
尊
像
を
葬
せ
し
め
、　
コ
撃
用
軒
廊
以
楽
所
、
分
北
母

屋
以
爺
経
蔵
舞
曲
之
墓
、
聴
法
之
座
」
と
す
る
と
云
う
計
蓋
で
、
謹
堂
の
間
欺

は
「
一
十
餘
間
」
あ
つ
た
ら
し
い
。
今
こ
の
曼
茶
羅
固
で
は
向
つ
て
右
方
が
欧

け
て
見
え
ぬ
が
十
三
間
を
数
え
る
事
が
出
来
る
。
然
も
こ
の
十
餘
間
の
謹
堂
は

寛
元
元
年
四
月
に
費
阿
爾
陀
佛
か
又
は
笠
置
寺
住
侶
等
の
名
に
お
い
て
勘
進
状

が
出
さ
れ
、
勤
進
を
し
て
大
修
繕
が
行
わ
れ
た
ら
し
´
。
こ
の
建
仁
三
年
の
時

に
「
今
常
修
復
之
期
、
懇
企
新
造
之
儀
、
柳
移
彼
基
跡
」
と
云
え
る
如
く
、
断

崖
の
壁
に
そ
つ
て
恰
も
廻
廊
の
如
き
謹
堂
を
造
り
、
断
崖
の
地
底
よ
り
林
立
す

る
木
柱
に
よ
つ
て
縦
横
に
こ
れ
を
支
え
た
の
で
あ
る
。
然
も
こ
の
時
の
申
状
案



を
み
る
と
朝
廷
の
援
助
に
よ
つ
て
、
腱
堂

・
軒
廊
等
の
進
誉
を
計
ら
ん
と
し
た

黙
を
み
る
と
、
相
常
大
規
模
な
建
造
物
と
云
う
事
が
出
来
よ
う
。
か
か
る
異
例

の
謹
堂
は
そ
の
地
勢
に
左
右
せ
ら
れ
造
立
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
廻
廊
状
の
謹

堂
は
南
軒
廊
、
北
母
屋
に
接
続
し
、
恰
も
爾
勘
石
佛
像
の
前
面
を
覆

う
が
如

く
、
日
の
字
型
に
遣
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
尊
石
仰
に
向
つ
て
左
に
は
爾
勒
石
と
殆
ど
そ
の
高
さ
を
等
し
く
す
る
と
思

わ
れ
る
小
型
の
美
し
く
彩
色
の
加
え
ら
れ
た
十
二
重
塔
が
見
え
る
。
こ
れ
は
前

述
し
た
建
久
九
年
十
一
月
に
貞
慶
に
依
り
建
立
を
み
た
報
恩
オ
で，

本
造
立
木
瓦
葺
十
三
重
塔

一
基

本
国
母
屋
柱
、
大
伽
葉
、
須
菩
提
、
舎
利
弗
、
日
批
連
、
阿
難
施
、
羅
喉
組
等
経
漢
像
、

合
六
琳

本
国
扉
面
、
梵
工
、
帝
澤
、
■
人
、
月
人
、
難
頭
寵
工
、
沙
迦
羅
龍
工
、
金
剛
力
士
等

像
合
八
外

本
国
扉
後
左
右
障
子
等
錠
習
山
、
清
凍
山
、
輝
迦
超
劫
等
田
六
槙
´

本
田
上
肝
円
天
工
像
各
十
二
外

本
造
立
皆
金
色

一
尺
六
寸
繹
迦
如
末
像

一
外

本
国
鏡
面
文
殊
師
利
書
薩
像

一
外

本
造
立
繰
色

一
投
手
半
円
天
王
像
各

一
外

本
拙
窮
店
本
大
般
清
経

一
部
六
百
窓

本
納
仰
金
利
三
粒
、
爾
勒
菩
藤
像
一
千
外

奉
指
窮
妙
法
蓮
華
組

一
部
八
爺
、
無
量
義
、
観
甘
賢
等
経
各

一
雀

本
書
痛
大
乗
本
生
心
地
期
紅

一
部
八
雀
、
資
筐
印
陀
羅
尼

と
明
示
さ
れ
て
い
る
如
く
に
、
奈
良
時
代
以
降
盛
ん
に
行
わ
れ
た
四
方
佛
浄
土

の
型
式
を
腕
皮
し
た
も
の
で
あ
つ
た
か
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
曼
茶
羅
と
比
較
し

―
■
■１１１
■
ｄ
「
＝
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「
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１１１
１１１
用
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１
１
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て
み
る
時
、
そ
の
内
部
の
状
態
は
窺
知
し
得
な
い
が
、
綸
で
は
こ
の
小
塔
の
各
　
ω

屋
が
少
く
共
瓦
葺
で
な
く
檜
皮
葺
で
あ
る
事
で
、
貞
慶
が
建
立
し
た
時
は
明
か

に
瓦
葺
で
あ
つ
た
貼
に
雨
者
の
間
に
大
き
な
差
異
を
認
め
る
事
が
出
来
よ
う
。

こ
れ
は
現
在
迄
餘
ク
先
學
に
よ
つ
て
問
題
に
さ
れ
な
か
つ
た
難
で
あ
る
が
、
笠

置
曼
茶
羅
の
年
代
を
決
定
し
、
二
つ
そ
の
封
象
と
な
つ
た
爾
勒
石
佛
像
を
中
心

と
す
る
常
時
の
笠
置
寺
の
時
代
を
決
定
す
る
上
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
も

の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
か
か
る
改
造
は
果
し
て
何
時
代
頃
に
行
わ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
貞
慶
の
徳
を
慕
い
、
且
つ
爾
勤
信
仰
に
凝
固
し
た
宙
時

の
碩
學
東
大
寺
尊
勝
院
宗
性
は
、
笠
置
寺
に
度
主
参
籠
し
、
芽
ら
多
数
の
オ
作

を
も
の
し
て
´
る
事
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
『
爾
勒
如
末
感
應
抄
』
第
五
に
記

さ
れ
た
宗
性
の
奥
書
に
依
る
と

文
應
元
年
鞭
五
月
十

一
日
帥
於
笠
置
寺
般
若
院
抄
出
之
畢
、
泊
去
文
暦
二
年

二
月
之
比
、
至
寛
元
力
年
暮
春
之
候
、
毎
卜
常
山
寂
実
之
閑
居
、
柳
抄
爾
勒

感
感
之
要
文
、
先
後
九
廻
之
間
結
集
四
帖
雙
紙
、
云
々

と
述
べ
、
文
暦
二
年

貧
ＮωＯ

よ
り
寛
元
元
年

含
Ｎ一０

に
至
る
九
ヶ
年
に
及
ん

で
笠
世
寺
に
際
栖
し
、
現
存
す
る
爾
勒
感
應
抄
五
帖
の
中
、
四
帖
迄
の
結
集
撰

述
が
行
わ
れ
た
事
が
し
ら
れ
る
が
、
文
應
元
年
は
宗
性
正
に
五
十
九
歳
で

「
今

六
句
齢
頃
傾
、
難
期
後
年
於
笠
置
山
之
暁
月
、　
一
生
残
迫
、
深
懸
願
念
於
兜
率

天
之
暮
雲
」
て
、
笠
置
山
に
居
を
移
し
、
こ
の
巷
第
五
を
結
集
す
る
事
に
よ
つ

て
、
後
代
の
人
を
し
て
爾
勒
佛
に
婦
依
せ
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

文
應
元
年
の
頃
に
は
、
十
二
重
塔
も
建
立
以
来
既
に
六
十
三
年
に
及
び
、
貞
慶

上
人
歿
し
て
四
十
八
年
に
成
り
、
か
か
る
笠
置
寺
の
如
き
亘
巌
重
昼
と
し
て
起

伏
し
、
亘
木
天
を
覆
う
濠
潤
の
地
に
あ
つ
て
は
、
殊
に
朽
損
破
壌
の
程
度
が
甚



奈
良
時
代
以
降
盛
ん
に
行
わ
れ
た
四
方
佛
浄
土

を
脆
皮
し
た
も
の
で
あ
つ
た
か
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
曼
茶
羅
と
比
較
し

し
力、
つ
た
様
で
あ
る
。
或
は
冬
期
に
至
つ
て
、
積
雪
寒
度
の
爺
に
瓦
葺
は
屋
根

を
い
た
め
や
す
い
事
は
現
今
と
て
同
様
で
あ
り
、
往
古
よ
り
か
か
る
地
勢
風
土

に
位
置
す
る
建
造
物
に
は
檜
皮
葺
の
多
い
事
に
よ
つ
て
も
窺
わ
れ
る
。
印
ち
宗

一性
が
爾
勒
感
應
抄
第
五
を
記
し
て
い
た
時
に
塔
の
破
損
も
甚
し
く
な
”
、
修
理

す
可
き
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
奥
書
に

加
之
十
三
賓
責
塔
壇
場
、
働
徴
力
而
加
修
複
、
三
七
日
入
堂
不
砧
扶
老
骨
而
致
精
誠
云

々

と
書
記
し
、
卿
か
そ
の
微
功
を
樽
え
て
い
る
事
は
宗
性
の
人
格
を
表
現
し
た
も

の
と
し
て
、
そ
の
功
を
誇
ら
ね
宗
教
的
自
覺
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の

「
十
二
重
賓
塔
壇
場
」
な
る
句
は
、　
一
見
塔
の
基
壇
の
み
を
指
す
様
に
も
感
じ

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
奥
書
の
丈
章
よ
り
考
え
て
、
壇
場
は
恐
ら
く
内
陣

の
そ
れ
を
指
す
か
と
も
思
考
せ
ら
れ
、
十

一
日
間
入
堂
し
て
修
理
し
た
と
と
る

可
き
で
あ
ろ
う
。
塔
内
が
こ
の
様
に
修
理
を
必
要
と
し
た
事
は
、
十
二
重
塔
が

修
理
せ
ら
れ
て
内
陣
を
復
奮
す
る
鶯
か
、
そ
れ
共
相
営
な
破
損
を
き
た
し
て
い

た
鶯
で
あ
う
。
笠
置
曼
茶
羅
が
、
矢
代
博
士
の
考
證
を
み
た
如
く
甚
だ
忠
贅
に

描
蔦
せ
ら
れ
て
い
る
貼
を
思
う
時
、
貞
慶
創
建
営
時
の
瓦
葺
の
各
居
屋
根
を
柱

皮
葺
に
誤
鳥
し
た
と
は
一
概
に
決
論
し
得
す
、
又
前
述
せ
る
寛
元
元
年
四
月

日
付
笠
置
寺
住
侶
等
祀
堂
勘
進
状
が
宗
性
に
よ
つ
て
作
成
せ
ら
れ
て
い
る
鮎
を

考
え
合
す
時
、
寛
元
元
年
か
ら
文
應
に
及
ん
だ
頃
に
、
腱
堂
の
新
築
の
以
後
に

於
い
て
檎
皮
葺
に
改
め
ら
れ
た
と
想
定
せ
ら
れ
る
。
猶
又
宗
性
が
営
時
東
大
寺

寺
中
に
あ
る
三
論
宗
本
所
た
る
東
南
院
と
共
に
最
ヽ
槽
威
を
有
ち
経
済
力
を
も

つ
た
華
晨
宗
本
所
で
あ
る
尊
勝
院
院
主
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
消
堂
・
塔
の
改
造

に
多
大
の
援
助
を
な
し
え
た
事
も
あ
な
が
ち
否
定
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

令

一
生
残
迫
、
深
懸
願
念
於
兜
率

■
■
簑
躊
Ｌ
に
居
を
移
し
、

こ
の
各
第
五
を
結
集
す
る
事
に
よ
つ

て
、
後
代
の
人
を
し
て
爾
勒
佛
に
節
依
せ
ｔ
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

文
凛
元
年
の
頃
に
は
、
十
二
重
塔
も
建
立
以
来
既
に
六
十
三
年
に
及
び
、
貞
慶

上
人
歿
し
て
四
十
八
年
に
成
り
、
か
か
る
笠
置
寺
の
如
き
亘
巌
重
盛
と
し
て
起

伏
し
、
亘
木
天
を
覆
う
濠
潤
の
地
に
あ
つ
て
は
、
殊
に
朽
損
破
壊
の
程
度
が
甚

四

次
に
最
も
問
題
と
な
つ
て
い
る
爾
勒
石
佛
像
ひ
い
て
は
笠
置
石
佛
群
像
に
就

い
て
私
見
を
逃
べ
て
み
た
´
。
相
業
郡
の
東
山
所
謂
笠
置
山
系
に
は
、
俊
峰
鷲

峰
山
寺
、
海
住
山
寺
の
如
く
奈
良
時
代
創
立
と
悴
え
る
山
寺
が
多
い
。
鷲
峰
山

寺
は
自
鳳
四
年
役
行
者
の
開
基
と
偉
え
、
養
老
六
年
九
月
泰
澄
に
よ
り
中
興
、

海
住
山
寺
は
天
平
七
年
良
耕
の
開
基
と
体
え
て
´
る
。

勿
論
こ
れ
等
の
縁
起
寺
偉
に
は
猶
考
證
せ
ら
る
可
き
多
く
の
盲
黙
を
有
し
て

い
る
が
、
大
冊
奈
良
時
代
に
開
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
笠
置
山
寺
に
就
い
て

も
天
智
天
皇
皇
子
の
開
基
と
偉
え
て
い
る
が
信
憑
す
可
き
資
料
が
無
く
、
唯
束

大
手
建
立
に
常
つ
て
良
排
が
こ
の
山
寺
に
参
籠
し
千
手
秘
法
を
行
い
、
大
仰
殿

建
立
の
用
材
を
運
漕
す
る
に
営
り
常
山
下
の
亘
巖
を
推
破
し
運
筏
の
煩
を
取
去

っ
た
事
を
特
筆
し
て
い
る
。

こ
の
良
排
の
河
床
改
作
の
事
は

『
海
住
山
寺
縁
起
』
に
も
取
入
れ
ら
れ
、
良

排
の
功
を
体
え
て
い
る
が
、
大
佛
殿
建
立
に
常
り
、
設
置
せ
ら
れ
た

「
伊
賀
山

作
所
」
の
用
材
を
泉
津

（木
津
）
迄
運
漕

す
る
に
つ
い
て
、
笠
置
山
の
狭
谷
を

覆
基
し
て
い
た
亘
巖
を
除
去
推
破
し
、
河
床
を
掘
整
し
た
事
は
常
時
と
し
て
は

有
り
得
可
き
事
で
、
今
猶
笠
置
川
と
呼
ば
れ
る
こ
の
邊

一
帯
に
は
、
亘
石
重
盛

と
し
て
流
れ
を
と
ど
め
碧
渾
に
樹
影
を
う
つ
し
て
い
る
。
泉
津
は
既
に
天
平
六

年
興
稲
寺
西
金
堂
造
誉
に
営
り
、
こ
こ
か
ら
集
積
せ
ら
れ
た
用
材
が
平
城
東
に

運
ば
れ
、
天
平
十

一
年
に
は
用
材
の
集
積
所
と
し

て
の
役
所
と
も
云
う
可
き

「
泉
木
屋
」
が
設
置
を
み
、
木
津
川
を
上
下
し
て
運
漕
さ
れ
て
来
た
用
材
を
集

積
し
運
途
す
る
役
を
司
つ
て
い
た
ら
し
い
。
又
天
平
費
字
三
年
十
二
月
に
竣
エ

δI



し
た
と
思
わ
れ
る
法
花
寺
金
堂
の
用
材
に
開
し
て
も
、
造
東
大
寺
司
の
手
に
よ

り
伊
賀
山
作
所
よ
り
こ
の
木
津
川
を
運
漕
し
て
泉
津
に
運
ば
れ
、
現
場
に
も
ち

こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
殊
に
伊
賀
山
作
所
は
平
城
東
よ
り
最
も
近
き
位
置
に
在

り
、
後
述
す
る
如
く
そ
の
中
心
と
な
し
た
と
思
わ
れ
る
玉
瀧
柚
は
亘
木
繁
茂
し

最
も
良
材
を
得
た
も
の
の
様
で
あ
る
。
延
喜
十
七
年
十
二
月

貧
８
）
東
大
寺
講

堂

。
三
面
借
坊
燒
失

し
、
再
建
に
営
つ
て
は
、
そ
の
用
材
を

こ
の
玉
瀧
柚

（北
和
）
に
之
を
求
め
、
木
津
川
を
下
つ
て
泉
津
よ
り
本
寺
に
運
漕
し
、
天
徳
三

年

６
ｏＯ

東
大
寺
西
塔
院
の
再
建
に
賞
つ
て
も
、
別
営
光
智
の
奏
状
に
依
れ
ば
、

玉
瀧
柚
よ
り
心
柱
三
木
を
伐
採
し
て
い
る
。
か
か
る
柚
で
あ
つ
た
篤
に
諸
官

・

諸
大
寺
の
造
誉
に
営
つ
て
は
最
も
競
望
が
多
か
つ
た
様
で
、
こ
の
時
代
に
も
東

大
寺
西
塔
の
造
誉
の
外
、
修
理
職
、
冷
泉
院

・
雲
林
院
等
の
用
材
が
切
ら
れ
、

又
法
性
寺
諸
堂
の
用
材
が
伐
採
さ
れ
ん
と
し
た
事
責
に
よ
つ
て
も
、
こ
の
柚
が

地
の
利
を
占
め
、
運
輸
に
比
較
的
便
利
で
あ
つ
、
良
材
が
特
に
多
か
つ
た
貼
に

よ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
貼
を
考
慮
に
入
れ
て
掃
納
す
れ
ば
、
大

佛
殿
建
立
に
常
つ
て
伊
賀
山
作
所
に
て
切
取
伐
採
さ
れ
た
用
材
は
、
正
倉
院
文

書
に

「
笠
間
筏
師
」
の
名
を
み
る
如
く
、
筏
師
が
こ
の
用
材
を
泉
木
屋
迄
運
漕

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
大
佛
殿
の
用
材
は
亘
大
な
も
の
を
必
要
と
し
た
か

・ら
、
亘
巌
多
く
川
流
を
塞
と
め
る
笠
置
狭
谷
は
最
も
難
所
で
あ
り
、
運
漕
も
困

難
を
極
め
、
造
東
大
寺
司
の
石
工
等
に
よ
つ
て
推
破
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

前
述
の
西
塔
の
用
材
運
漕
す
ら
光
智
を
し
て
「
創
平
峻
晨
、
作
挽
材
木
之
大
路
、

堀
通
曲
谷
、
鶯
流
檸
筏
之
亘
川
数
百
餘
町
、
其
程
逸
遠
、
千
萬
人
力
、
共
功
難

量
」
と
慨
嘆
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
況
や
営
初
の
大
佛
殿
建
立
に
用
す
る

良
材
亘
材
の
運
漕
に
は
、

「
絆
筏
を
流
さ
ん
が
鶯
の
亘
川
」
を
掘
撃
し
た
事
は

営
然
と
云
わ
ね
ば
な
も
な
い
。
し
か
も
か
か
る
亘
晨
を
推
破
す
る
に
際
し
て

は
、
営
時
は
と
り
わ
け
亘
石
信
仰
が
人
心
を
支
配
し
て
い
た
と
思
考
せ
ら
れ
、

良
排
等
寺
家
の
借
侶
に
よ
り
所
請
せ
ら
れ
た
事
は
有
り
う
可
き
事
で
、
こ
こ
に

笠
置
寺
縁
起
に
明
記
す
る
如
く
「
千
手
秘
法
」
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
笠
置
狭
谷
の
掘
整
に
嘗
つ
て
は
相
営
数
の
石
工
・
土
木
等
が
派
遣
せ
ら
れ
て

行
わ
れ
た
事
は
想
像
に
難
く
な
く
、
又
営
時
代
印
ち
天
平
勝
賓
元
年
前
後
の
時

代
に
於
て
は
、
さ
し
た
る
機
械
力
も
無
か
つ
た
か
ら
、
相
営
数
の
日
数
を
つ
い

や
し
た
事
で
あ
ろ
う
。
笠
置
寺
の
石
佛
は
恐
ら
く
か
か
る
工
事
に
従
事
し
た
造

東
大
寺
司
の
石
工
等
に
よ
つ
て
、
山
上
の
亘
巌
に
刻
り
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
推

定
す
可
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
學
に
よ
つ
て
提
唱
せ
ら
れ
た
良
辮
高
足
賓
忠
が
笠
置
と
密
接
な
る
関
係
に

あ
る
所
倅
も
こ
こ
で
一
考
す
可
き
必
要
が
あ
る
。
笠
置
寺
縁
起
に
依
れ
ば
ズ
平

勝
賓
三
年

（ｄ
じ
賓
忠
が
笠
置
山
寺
の
龍
穴
に
入
つ
て
「
都
率
之
内
院
」
に
至

り
十
一
面
悔
過
會
を
修
得
し
た
と
云
わ
れ
、
翌
年
正
月
一
日
に
宙
寺
正
月
堂
で

二
七
日
六
時
の
行
法
を
始
行
し
、
笙
月
東
大
寺
絹
索
院
で
も
之
を
始
め
た
と
云

う
。
十
一
面
悔
過
會
の
天
平
勝
費
四
年
始
行
諭
は
東
大
寺
要
録
諸
院
章
、
二
月

堂
の
條
に
み
え
、
こ
の
記
文
は
亦
弘
仁
六
年
四
月
十
五
日
賓
忠
が
八
十
五
歳
の

時
記
し
た
「
東
大
寺
相
別
営
資
忠
十
九
箇
條
事
」
に
み
え
る
。

一
、
奉
仕
十
一
面
悔
過
事

合
七
十
年
幣球麻評勝費珂諄ｒ瞳献却側婢ば海

一
、
奉
仕
涅
槃
會
事

合
六
十
二
年
伽
申
琺服
博
通昨
経罐婢
Ｆ



良
材
Ｅ
材
０
還
漕
に
は
、

よ
り
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
つ
然
し
右
十

一
面
悔
過
、
涅
槃
會
の
奉
仕

年
も
、
五
十
八
年
、
五
十
五
年
の
誤
記
で
あ
る
事
は
明
か
な
事
で
あ
る
。
費
忠

が
書
記
し
た
こ
の
十
九
箇
條
の
自
己
の
業
績
中
に
、
十

一
面
悔
過
會
に
奉
仕
し

た
事
を
記
し
て
い
る
の
み
で
、
之
を
創
始
し
た
意
味
の
事
を
少
し
も
記
し
て
い

な
い
貼
に
、
他
の
業
績
を
緻
密
に
明
記
し
て
い
る
事
と
比
較
す
る
時
、
果
し
て

費
忠
に
依
り
創
始
せ
ら
れ
た
の
か
否
や
は
少
主
考
究
を
要
す
る
問
題
で
あ
ろ

う
。
も
し

「
七
十
年
」
と
す
る
事
が
正
し
い
と
す
れ
ば
天
平
勝
費
四
年
を
遡
る

十
二
年
以
前
、
印
ち
天
平
十
二
年

貧
さ
）
に
求
め
ら
れ
、
費
忠
九
歳
の
時
に
営

る
。
。
九
茂
に
て
十

一
面
悔
過
を
創
始
し
た
と
云
う
事
は
甚
だ
疑
間
と
云
わ
れ
ば

な
ら
す
、
又
そ
の
書
入
れ
で
あ
る
「
自
去
天
平
勝
費
四
年
、
至
大
同
四
年
」
の

記
を
弘
仁
六
年
印
ち
こ
の
十
九
箇
條
が
記
さ
れ
た
年
に
し
て
逆
算
し
て
も
六
十

四
年
に
な
つ
て
七
十
年
と
云
う
敷
字
は
求
め
得
ら
れ
な
い
。
こ
の
「
七
十
年
」

は
費
忠
の
誤
算
か
、
成
は
亦
、

「
天
平
勝
費
四
年
云
々
」
と
明
記
す
る
記
事

は
要
録
の
再
々
に
亙
る
韓
鳥
に
よ
つ
て
後
人
が
貨
入
し
侵
造
し
た
も
の
か
も
知

れ
な
い
。
天
平
勝
賓
八
歳
の
東
大
寺
四
至
日
に
は
現
在
の
二
月
堂
は
そ
の
片
鱗

さ
え
描
か
れ
て
居
ら
す
、
正
倉
院
文
書
に
於
い
て
は
、

「
倉
代
西
端
雑
物
下
用

一帳
』
の
責
籠
四
年
正
月

（Ｎ
ｅ

の
條
に
、
緋
端
星
七
十
枚
、
絶
紺
帳
五
條
の
二

種
の
物
が

「
右
件
二
種
物
、
鶯
／用
二十

一
面
悔
過
衆
檜
座
料
・下
充
、
付
二法
師

資
忠
こ

と
見
え
、
営
時
賓
忠
に
よ
り
十

一
面
悔
過
會
が
執
行
せ
ら
れ
て
い
た

事
が
し
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
天
平
勝
費
四
年
は

「
天
下
の
富
と
」

「
天
下
の

Ｉ
勢
」
を
持
つ
て

「
動
植
咸
に
榮
え
む
こ
と
を
欲
し
」
て
造
像
せ
ら
れ
た
東
大
寺

直
合
那
佛
像
の
開
眼
供
養
が

「
佛
法
東
婦
よ
り
齋
會
之
儀
未
だ
嘗
て
此
の
如
く

の
盛
な
る
こ
と
有
ら
す
」
と
云
わ
れ
、
諸
行
事
の
濫
傷
も
こ
の
年
に
出
で
る
も

の
如
く
、
十
一
面
悔
過
會
（修
一一會
）
も
後
代
こ
の
東
大
寺
と
し
て
記
念
す
可
き

年
に
偶
託
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

笠
置
寺
縁
起
に
は
資
忠
の
創
始
し
た
と
云
う
こ
の
十
一
面
悔
過
會
を
営
時
に

於
い
て
感
得
し
た
と
す
る
事
に
依
つ
て
、
良
排
以
来
の
東
大
寺
と
の
関
係
を
よ

り
密
接
に
保
持
し
、
自
己
の
立
場
を
張
間
に
せ
ん
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
換
言
す
れ
ば
費
忠
は
良
辮
の
高
足
で
あ
り
、
そ
の
十
九
箇
條
に
自
己
の
功

績
を
体
え
た
如
く
、
奈
良
時
代
末
期
よ
り
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
、
東
大
寺

財
政
を
確
立
す
る
傍
ら
、
造
寺
造
佛
に
か
け
て
も
甚
だ
偉
大
な
る
功
績
を
遺

し
、
良
排
の
創
設
し
た
華
厳
経
講
の
大
學
頭
に
も
三
度
廿
一
年
に
及
ん
で
之
を

務
め
、
そ
の
資
に
桓
武
天
皇
東
官
の
時
の
師
範
と
し
て
英
才
を
う
た
わ
れ
、
後

東
大
寺
別
営
に
補
任
せ
ら
れ
た
等
定
大
僣
都
の
如
き
人
材
を
出
し
、
華
厳
宗
の

興
隆
に
あ
す
か
つ
て
力
あ
り
、
正
に
そ
の
一
生
は
佛
法
興
隆
に
捧
げ
た
と
云
う

事
が
出
来
る
。
か
か
る
奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
東
大
寺
に

偉
大
な
業
績
を
し
る
し
た
質
忠
の
創
始
ｔ
た
と
偉
え
る
十
一
面
悔
過
會
を
笠
置

山
に
於
い
て
感
得
し
た
と
云
う
偉
記
を
使
造
す
る
事
に
よ
つ
て
、
東
大
寺
と
の

開
係
を
諸
末
寺
の
そ
れ
よ
り
も
更
に
優
越
せ
し
め
、
要
因
を
遠
く
求
め
し
め
る

事
に
依
つ
て
、
笠
置
寺
自
僣
の
立
場
を
有
利
に
せ
ん
と
し
上
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
悔
過
創
始
の
事
は
贅
忠
の
資
録
た
る
十
九
箇
條
に
も
見
え
す
、
将
亦
要
録
に

も
笠
置
の
事
に
開
し
て
は
片
鱗
も
ふ
れ
て
い
な
い
貼
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
恐

ら
く
縁
起
の
著
者
の
作
意
に
出
で
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
十
一
面
悔
過
會
と
笠

置
寺
と
の
関
係
は
以
上
の
如
く
甚
だ
否
定
的
見
解
を
取
ら
ぎ
る
を
得
な
い
が
、

更
に
東
大
寺
造
立
に
ハ
け
る
責
忠
と
営
寺
と
の
関
係
は
如
何
が
で
あ
つ
た
ろ
う

か
。



賓
忠
が
大
佛
殿
造
立
の
後
を
承
け
て
績
行
せ
ら
れ
た
造
寺
修
造
の
工
事
に
敏

腕
を
振
つ
た
事
は
一
言
ふ
れ
た
が
、
十
九
箇
條
に
は
彼
が
技
術
師
と
し
て
の
面

を
物
語
る
資
料
が
甚
だ
多
い
黙
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
費
籠
二
年
四
月
貧
Ｎじ

大
佛
殿
副
柱
四
十
枝
を
得
る
篤
に
近
江
回
信
楽
柚
に
諸
匠
夫
を
率
い
て
自
ら
出

向
し
て
用
材
を
寺
家
に
運
途
し
、
費
籠
十

一
年
よ
り
延
暦
元
年
貧
８
上
Ｓ
に
か

け
て
三
面
檜
房
に
用
い
る
品
質
の
良
き
瓦
を
作
る
篤
に
山
城
囲
相
楽
郡
祠
宏
村

の
上
を
彩
取
し
て
十
九
萬
枚
の
瓦
を
作
つ
て
寺
家
の
用
に
充
て
、
或
は
大
佛
の

背
部
所
１
並
に
左
手
腕
落
に
あ
た
つ
て
延
喜
十
年
よ
り
十
二
年
に
及
ん
で
伊
賀

柚
に
工
匠
を
伴
つ
て
出
張
し
て
修
理
用
材
を
作
る
等
、
良
辮
が
大
佛
殿
建
立
、

石
山
寺
造
誉
に
東
奔
西
走
し
た
の
と
同
様
に
、
伊
賀
、
山
城
に
そ
の
足
跡
を
の

ば
し
て
い
る
。
山
城
北
部
に
は
賃
忠
と
閣
係
を
有
す
る
寺
院
が
二
三
戴
え
る
事

の
出
来
る
の
も
、
か
か
る
土
木
事
業
に
欄
聯
し
て
、
そ
こ
に
寺
院
が
建
立
せ
ら

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
笠
世
山
寺
と
賓
忠
と
の
開
係
も
恐
ら
く
、
伊

賀

・
信
楽
柚
よ
り
用
材
の
運
途
等
に
依
つ
て
、
山
上
に
工
匠
の
雑
合
を
建
立
し

て
一
時
の
寄
宿
に
充
て
絆
筏
の
難
を
除
去
し
、
良
排
の
用
材
運
漕
に
宙
つ
て
石

工
等
に
依
り
彫
刻
を
み
た
石
佛
群
像
に
祭
祀
を
行
い
、
侵
堂
程
度
の
堂
宇
が
建

立
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
贅
忠
が
「
笠
置
寺
之
乱
穴
」
に
入
つ
て
十

一
面
悔

過
法
を
感
得
し
た
と
云
う
の
も
、
か
か
る
貼
に
、
行
法
と
密
接
な
開
係
を
求
め

し
め
る
素
因
と
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

笠
置
山
寺
が
世
上
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
せ
ら
れ
て
来
た
の
は
、
以
上
模
主
記

し
た
如
く
、
賢
に
東
大
寺
造
誉
に
常
つ
て
、
伊
賀
山
作
所
、
甲
賀
山
作
所
と
い

つ
た
伊
賀

。
信
楽
柚
等
よ
り
運
漕
さ
れ
た
用
材
の
運
途
に
嘗
つ
て
、
笠
置
の
難

所
が
注
目
を
引
き
ヽ
良
丼

・
費
忠
に
率
い
ら
れ
た
石
工
。
木
工
等
の
工
人
に
よ

り
石
伸
群
像
が
彫
刻
さ
れ
、
あ
る
程
度
の
さ
さ
や
か
な
堂
合
の
建
立
を
み
る
に

至
つ
た
と
す
る
が
、
隠
営
で
あ
ろ
う
。
石
佛
既
に
大
難
に
よ
つ
て
そ
の
全
貌
を

把
握
し
究
明
し
得
な
い
が
、
唯
虚
空
蔵
石
と
偉
え
る
二
背
如
意
輸
像
に
於
い
て

も
、
西
村
氏
が
詳
諭
せ
ら
れ
た
如
く
、
雄
大
に
し
て
豪
放
な
氣
字
を
有
し
、
賓

忠
が
良
丼
の
命
を
受
け
て
建
立
し
た
神
護
景
雲
元
年
の
土
塔

（頭
塔
）
の
石
佛

群
像
と
そ
の
氣
宇
相
通
う
も
の
が
あ
る
が
、
寧
ろ
よ
り
奈
良
時
代
の
氣
風
を
濃

厚
に
槻
取
し
得
る
も
の
が
あ
る
。
故
足
立
博
士
が
曾
て
こ
の
爾
勒
石
佛
像
の
作

者
が
「
化
人
刻
彫
之
像
」
と
貞
慶
に
明
言
せ
ら
れ
て
い
る
難
よ
り
、貞
慶
隠
運
営

時
既
に
正
確
な
る
事
は
知
り
得
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
せ
ら
れ
た
が
、

奈
良
時
代
に
於
い
て
著
名
な
大
寺
に
奏
い
て
も
造
像
銘
の
有
す
る
佛
像
は
論
外

と
ｔ
て
、
そ
の
殆
ど
は
明
確
に
作
者
を
決
定
し
得
ぬ
の
は
、
奈
良
時
代
造
佛
所

の
機
構
よ
り
末
た
る
所
で
あ
り
、　
お
お
か
た
の
寺
偉
が
、
行
基

。
良
耕

・
空

海

・
最
澄
等
の
名
を
附
せ
し
め
る
原
因
も
、
か
か
る
工
人
を
代
表
し
た
高
倫
の

名
を
附
加
す
る
事
に
よ
つ
て
、
信
仰
心
を
助
長
せ
し
め
ん
と
す
る
手
段
で
も
あ

つ
た
事
は
一
應
考
慮
す
べ
き
黙
と
思
う
。
建
久
八
年
二
月
　
日
付

「
笠
置
寺
大

法
師
解
案
」
に
依
れ
ば
大
和
国
小
楊
生
郷
安
部
近
弘
等
が
寺
領
を
押
領
せ
ん
と

し
た
時
、
そ
の
奏
状
中
に

常
寺
者
天
智
天
皐
聖
代
権
典
之
伽
藍
、
良
丼
借
正
上
住
之
勝
地
也
、
五
十
画
一田
一之
尊

儀
者
人
訓
来
曾
有
之
石
像
、
四
百
廻
之
齋
會
者
世
榊
第
三
体
之
八
講
、
霞
異
感
應
予
天

所
知
也
、
云
々

（春
華
秋
月
抄
草
）

と
記
し
、
良
丼
が
一
時
営
寺
に
上
住
し
た
由
を
明
記
し
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
れ

は
大
仰
殿
用
材
運
漕
に
営
つ
て
の
時
印
ち
天
平
勝
費
元
年
（ぷ
じ
前
後
と
思
わ

れ
、
石
仰
が
良
辮
に
率
い
ら
れ
た
石
工
に
よ
り
作
ら
れ
た
事
を
お
ぼ
ろ
げ
乍
ら



博
承
し
て
い
る
も
の
と
思
う
。

東
大
寺
建
立
以
来
平
安
時
代
に
至
つ
て
も
造
寺
と
修
理
に
本
音
絶
え
ま
な
く

聞
え
た
と
云
う
伽
藍
を
擁
し
た
営
寺
に
あ
つ
て
は
、
三
瀧

・
湯
船

。
内
保

・
輌

田
等
の
紬
人
等
に
よ
り
開
壺
せ
ら
れ
て
庄
国
化
し
つ
つ
あ
つ
た
が
、
用
材
の
彩

取
は
常
に
必
要
で
あ
り
泉
木
屋
の
主
要
性
は
賓
籠
九
年
五
月
十
六
日
四
町
の
地

を
施
入
せ
ら
れ
て
確
保
さ
れ
て
よ
り
以
降
、
木
守
が
住
ん
で
所
役
に
営
つ
た
。

保
は
三
年
二
月
に
も
慮
宣
が
下
さ
れ
木
屋
所
畠
四
町
は
閥
役
を
免
除
せ
ら
れ
て

い
る
。
か
か
る
造
寺
に
関
係
深
い
一
機
構
を
も
つ
た
木
屋
が
存
在
し
、
東
大
手

造
誉
と
関
係
が
あ
つ
ｉ
笠
置
寺
が
難
倉

。
南
北
朝
時
代
に
及
ん
で
東
大
寺
の
末

寺
と
し
て
存
紋
し
た
の
も
故
無
し
と
し
な
い
。

五

前
章
に
お
い
て
笠
置
寺
の
石
仰
群
像
が
、
費
忠
よ
り
も
寧
ろ
良
排
に
深
い
開

係
が
あ
り
、
そ
の
石
佛
像
の
作
者
と
し
て
は
、
泉
河
の
亘
厳
を
推
破
し
た
造
東

大
寺
司
の
石
工
に
婦
せ
ら
れ
る
可
せ
事
を
述
べ
た
。
奮
原
氏
所
蔵
の
曼
茶
羅
が

笠
置
爾
勒
石
佛
を
中
心
と
す
る
あ
り
し
日
の
景
観
を
偲
ぶ
唯

一
の
遺
品
で
あ
る

事
は
言
う
迄
も
な
い
。
唯
先
學
の
間
で
、
こ
の
曼
茶
羅
が
元
弘
元
年
含
８
じ
笠

置
寺
炎
上
後
に
描
か
れ
た
も
の
と
す
る
論
と
、
し
か
ら
す
と
す
る
論
證
に
分
た

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
断
崖
に
添
つ
て
建
立
を
み
て
い
る
一
見
軒
廊
の
如
き

建
物
が
三
章
で
指
摘
し
た
如
く
、
明
か
に
謹
堂
で
あ
り
、
本
尊
の
側
に
描
か
れ

上
十
二
重
塔
が
貞
慶
建
立
営
初
の
瓦
葺
と
は
異
り
、
檜
皮
葺
の
屋
根
に
改
め
ら

れ
て
´
る
鮎
よ
り
み
て
、
恐
ら
く
宗
性
隠
栖
の
寛
元
頃
大
修
繕
が
行
わ
れ
た
営

寺
の
景
観
を
描
鳥
し
た
も
の
と
云
え
よ
う
。
爾
勒
石
佛
の
踏
割
式
蓮
座
に
よ
つ

て
時
代
決
定
を
成
し
得
ぬ
事
は
西
村
氏
に
よ
り
指
摘
せ
ら
れ
た
事
は
、
こ
の
石

仰
像
の
、
引
い
て
は
曼
茶
羅
の
爾
勒
佛
像
の
時
代
判
定
に
は
な
り
得
な
い
事
は

論
を
俊
た
ぬ
。
唯
か
か
る
曼
茶
羅
が
春
日
信
仰
と
密
接
な
関
係
を
有
つ
春
日
曼

茶
維
の
中
、
所
謂
宮
曼
茶
羅
の
流
布
ど
影
響
を
受
け
て
、
か
か
る
爾
勤
信
仰
に

異
彩
を
放
つ
も
の
が
産
出
せ
ら
れ
た
事
は
想
定
し
て
誤
り
無
か
ろ
う
。

議
１
　
矢
代
幸
雄
氏

「歎
美
抄
」
所
枚

「笠
置
里
茶
羅
」
（大
和
文
華
第
二
競
）
参
照
。

２
　
東
大
手
回
書
館
蔵
宗
性
撰
自
筆
本

３
　
同
氏
著

「奈
良
の
石
佛
」
所
枚
三
七
二
頁
参
照

４
　
東
大
寺
固
書
館
蔵
宗
性
撰
讃
佛
乗
抄
第
八
所
枚
。

５
　
岩
波
文
庫
本

一
六
三
頁

６
　
中
右
記

７
　
建
仁
三
年
二
月
　
日
付

「笠
置
寺
佳
借
申
状
案
」

８
　
建
久
八
年
二
月
　
日
付

「笠
置
寺
大
法
師
等
解
案
」
及
笠
置
寺
線
起
参
照

９
　
南
無
阿
弼
陀
佛
作
善
集
記
載
、
猫
銅
鐘
は

「建
久
七
年
廟
八
月
十
五
日
大
和
伺

南
元
阿
扁
陀
佛
」
の
刻
銘
を
有
し
現
に
重
要
文
化
財
に
指
定
せ
ら
れ
て
い
る
。

１０
　
正
治
元
年
六
月
　
日
付
院
慮
下
文
案

ｎ
　
正
治
元
年
（●
）
笠
置
寺
重
言
上
欺
案

・２
　
建
元
年
四
月
貞
慶
寄
進
状
案

・３
　
吾
妻
鏡
巻
十
八
参
照

・４
　
元
久
元
年
十
一
月
十
七
日
付
龍
華
會
願
文

‐５
　
寛
元
元
年
四
月
笠
置
寺
佳
侶
勤
進
状
案
（宗
性
自
筆
草
案
）

・６
　
不
安
遺
文

一
、
所
枚
天
徳
三
年
十
二
月
二
十
六
日
付
太
政
官
符
案

（東
南
院
文

書
）

・７
　
東
南
院
文
書
第
六
織
ノ
第
六
巻
所
枚

本
論
は
文
部
省
人
文
科
學
研
究
助
成
を
受
け
た

「東
大
寺
同
書
館
善
本
の
研
究
」

の
一
部
で
あ
る
。


